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くわあ一大きいぞ＞

緑がまぶしい4月の下旬、保育所の

子供たちが、近所の竹やぶで、竹の子

ほりを行いました。

　はじめて、竹の子を見る子もいて、

ほりおこされるたびに、大きな歓声を

あげていました。
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広報こうなん（2昭和50年5月10日

き
め
こ
ま
か
な
行
政
に
重
点

　
昭
和
五
十
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
第
一
回
淀
例
村
議
会
は
、
三
月
七
日
に
招
集

さ
れ
、
議
員
研
修
会
を
経
て
、
熱
心
嬉
そ
し
て
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
三
月
十
四
日

可
決
成
立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
で
は
、
前
年
対
比
十
三
・
三
％
増
、
国
保
特
別
会
計
二
十
六
・
一
％
増
、

水
道
事
業
会
計
で
は
三
十
六
・
一
％
増
と
な
り
、
三
会
計
あ
わ
せ
て
、
十
一
億
六
千

七
百
六
十
八
万
八
千
円
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
一
般
会
計

圃
囚
麩
鶴
継
鴛

税
（
国
か
ら
く
る
お
金
）
で
、
前
年
に

く
ら
べ
、
三
〇
・
三
％
増
の
三
億
二
千

万
円
、
村
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
与

所
得
の
増
加
は
見
込
ぎ
れ
ま
す
が
、
農

業
所
得
、
一
時
所
得
に
つ
き
ま
し
て
は

前
年
を
大
巾
に
下
廻
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
限
度
額
の
一
億
九
千
九

予算のあらまし

円
円
円

千
千
千

8，849万9

1，095万6

6，823万3

億
億
億

百
五
十
八
万
八
千
円
で
、
こ
れ
は
、
前

年
に
く
ら
べ
一
七
・
七
％
減
、
県
支
出

金
（
県
か
ら
各
種
事
業
に
対
し
、
補
助

金
と
し
て
入
る
お
金
）
は
、
一
億
四
千

三
百
六
十
六
万
六
千
円
で
、
前
年
に
く

ら
べ
、
八
八
・
七
％
増
な
ど
で
す
。

團
雛
継
罵

て
み
ま
す
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

農
林
水
産
業
費
脇

　
『
億
八
千
七
百
三
十
七
万
四
千
円
　
器

　
こ
の
歳
出
金
額
は
全
体
の
約
四
分
の

一
を
占
め
る
も
の
で
、
農
業
振
興
費
や

農
道
四
路
線
の
改
良
舗
装
及
び
土
地
改

良
事
業
に
伴
う
各
種
捕
助
金
の
増
加
に

よ
る
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
費
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
［
億
三
千
四
百
七
万
九
千
円
1

　
こ
の
費
用
は
、
役
場
の
機
構
全
般
に

亘
る
、
ふ
だ
ん
必
要
な
経
費
を
初
め
、

区
長
会
の
事
務
や
税
務
・
戸
籍
・
住
民

　
　
　
　
○
、
）

　
　
　
　
　
登
録
事
務
や
選
挙
に
必
要

　
　
　
　
　
な
経
費
及
び
各
種
負
担
金

　
　
　
　
　
や
補
助
金
な
ど
が
計
上
さ

　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
。

土
木
費
　
　
　
賜

　
一
億
二
千
三
百
七
十
五
万
二
千
円
五

　
こ
の
費
用
は
、
道
路
の
新
設
・
改
良

舗
装
費
で
六
路
線
を
予
定
し
、
こ
れ
に

要
す
る
工
事
費
・
用
地
費
や
補
償
料
合

わ
せ
て
約
七
千
九
百
万
円
を
見
込
み
、

道
路
維
持
補
修
費
に
約
一
千
三
百
万
円

都
市
計
画
費
に
約
一
千
百
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
費
　
　
隅

　
一
億
一
千
五
百
八
十
五
万
三
千
円
姓

　
こ
の
費
用
は
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
施
設
費
や
幼
稚
園
の
運
営
費
・
社
会

教
育
関
係
費
・
保
健
体
育
費
な
ど
の
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費
　
　
　
娼

　
七
千
四
百
十
三
万
九
千
円
　
9

　
こ
の
費
用
は
、
老
人
医
療
費
・
老
令

年
金
・
敬
老
事
業
費
な
ど
の
ほ
か
、
児

童
福
祉
関
係
で
は
、
児
童
手
当
及
び
保

育
所
運
営
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
以
上
、
お
も
な
項
目
を
見
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
全
般
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
表
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

一般会計歳入予算内訳表
　　　　　　　　　　（単位千円）

一般会計歳出予算内訳表
　　　　　　　　　　（単位千円
区　　　分 予算額 構成比 一世帯当りU，890世帯）

人ロー人当り
（8，411人）

1．議　会　費 29632
％
3
． 8
　円15678

円
3
5 23

2．総務　費 134，079 17．0 70乳941 15，941

3．民　生　費 74，139 9．4 39，227 8，815

4．衛　生　費 20，822 2．6 11，017 2，475

5．農林水産業費 187，374 23．8 99，140 22，277

6．商　工　費 3，400 0．4 1，799 404

7．土　木　費 123，752 15．7 65，477 14，713

8，消　防　費 44，838 5．7 23，724 5，331

9．教　育　費 115，853 14．7 61，298 13，774

10．公　債　費 52，609 6．7 27，835 6，255

1L諸支出金 1
12．予　備　費 2，000 0．2 1，058 238

歳出合計 788，499 100．0 417，194 93，741

区　　　分 予算額 構成比 一世帯当り（1，890世帯）
人ロー人当り
　（8，411人）

1．村　　　税 199，588 　％
25．3
　　円
105602

　　円
23，729

2．地方譲与税 10，400 1．3 5，502 1，236

　　自動車取得3．

　　税交付金
14，000 1．8 7，407 1，664

4。地方交付税 320，000 40．6 169，312 38，045

　　交通安全特5．

　　別交イ寸金
600 0．1 317 71

　　分担金及び6．

　負　　担　金
14，203 1．8 7，515 1，689

　使用料及び7．

　　手　　数　　料
12，232 1．5 6，472 1，454

8．国庫支出金 29，696 3．8 15，712 3，531

9．県支出金 143，666 18．2 76，014 17，081

10．財産収入 791 0．1 419 94

11．寄　附　金 2，001 0．2 1，059 238

12．繰　入　金 20，000 2．5 10，582 2，378

13．繰　越　金 3，000 0．4 1，587 あ7

14．諸　収　入 3，622 0．5 1，916 431

15．村　　　債 14，700 L9 7，778 1，748

歳入合計 788，499 100．0 417，195 93，746

　ノ』）
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昭和50年度

　　一般会計
　　　国保特別会計

　　　水道会計事業

1世帯当りの平均税負担額
　　　　　　　　　（単位円）

種　　　類 金　　額

村　　民　　税 40，452

固定資産税 49，619

軽自動車税 2，038

たばこ消費税 6，614

電　　気　　税 5，291

特　別　土　地
保　　有　　税 1，588

合　　　計 105，602
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水
道
事
業
会
計
は
「
収
益
的
収
入

及
び
支
出
」
と
「
資
本
的
収
入
及
び

支
出
」
に
わ
か
れ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
の
収
支
は
、
営
業
面
を
あ
ら
わ

す
も
の
で
、
収
入
は

資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
れ
は
、
資
本
構
成
を
表
わ
す
も

の
で
、
収
入
は
企
業
債
や
新
規
加
入

者
分
担
金
及
び
負
担
金
、
一
般
会
計

か
ら
の
消
火
栓
の
費
用
な
ど
で
、
二

億
四
百
三
十
九
万
三
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
支
出
は
建
設
改
良
費
や
企
業

　
　
　
　
　
債
の
、
償
還
金
な
ど

水
道
使
用
料
、
受
託

工
事
収
益
、
そ
の
他

営
業
収
益
な
ど
で
、

水
道
事
業
会
計

四
千
六
百
三
十
八
万
一
千
円
を
見
込

み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
出
ぱ
、
原
水
費
・
給
水

配
水
費
や
職
員
の
給
与
費
・
減
価
償

却
費
な
ど
で
、
あ
わ
せ
て
、
五
千
四

百
六
十
七
万
五
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

0

で
、
二
億
一
千
三
百

五
十
五
万
八
千
円
が

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
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す
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特
に
本
年
度
は
、
浄
水
場
の
建
設
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

計
画
が
あ
り
、
み
な
さ
ま
が
毎
日
ご
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇

使
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
水
道
に
創

万
全
を
期
し
、
夏
の
需
要
期
の
断
水
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳

も
解
消
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
た
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

い
と
思
い
ま
す
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国
　
保
　
特

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
保
総
予
算
額
の
八
五
・
八

％
を
占
め
る
保
険
給
付
費
は
、
昨
年
の

医
療
費
の
改
訂
や
自
然
上
昇
、
そ
の
ほ

か
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
に
よ

っ
て
大
巾
な
伸
び
を
示
し
、
収
支
予
算

額
は
、
前
年
に
く
ら
べ
、
二
六
二
％

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
付
費
の

増
加
に
と
も
な
っ
て
、
国
庫
補
助
金
の

増
額
が
見
込
ま
れ
、
前
年
よ
り
、
一
三

・
九
％
増
が
計
上
さ
れ
、
保
険
税
で
は

給
付
費
の
大
巾
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
や
む

を
え
ず
前
年
に
く
ら
べ
、
二
五
・
二
％

の
増
税
に
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
給
付
費
の
増
加
に
伴
う
財
源
不

足
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
三

百
万
と
、
基
金
か
ら
五
百
万
円
の
繰
入

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
保
険
税
は

　
　
　
療
養
諸
費
の
半
額

　
皆
さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
診

療
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
村
か
ら
お
医

者
さ
ん
に
支
払
わ
れ
る
お
金
は
、
一
年

間
で
お
よ
そ
、
九
千
十
三
万
五
千
円
で

一
世
帯
当
り
に
い
た
し
ま
す
と
、
八
万

三
千
四
百
五
十
八
円
に
な
り
、
一
人
当

’
り
で
は
、
二
万
五
千
二
百
五
十
四
円
と

な
り
ま
す
。

　
次
に
、
保
険
税
で
す
が
、
一
世
帯
当

別
　
会
　
計

　
り
、
三
万
九
千
四
百
六
十
二
円
で
、
一

　
人
当
り
、
一
万
一
千
九
百
四
十
一
円
と

　
な
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

　
く
保
険
税
は
、
療
養
の
給
付
費
と
し
て

　
支
払
っ
て
い
た
だ
く
金
額
の
約
半
額
と

　
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
助
産
費
・
葬
祭
費

　
　
国
保
加
入
者
が
出
産
、
又
は
死
亡
し

　
た
と
き
は
、
助
産
費
、
又
は
葬
祭
費
が

　
次
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
助
　
産
　
費
…
…
二
万
円

　
　
　
葬
祭
費
…
…
一
万
円

　
　
な
お
、
育
児
手
当
も
い
ま
ま
で
ど
お

　
り
、
一
件
に
つ
き
、
一
千
二
百
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
高
額
療
養
支
給
制
度

　
　
一
ケ
月
の
間
に
、
同
一
病
院
（
入
院

　
・
外
来
・
歯
科
別
）
に
お
い
て
、
自
己

負
担
三
万
円
以
上
を
支
払
っ
た
場
合
は

　
三
万
円
を
超
え
た
差
額
を
高
額
療
養
費

　
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
さ

　
　
　
税
円
％

　
　
　
顯
舗

　
　
　
劇
弩

　
　
　
健
⑫

　
　
　
民

　
　
％
国

　
　
　

％
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
％

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
金
干
9

入
α
稠
　
入
輌
欝

輻
盤
　
　
蒋
騰
　
撮

他
1
4
繰
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
τ

の
4
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繰
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

出
円
％
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
費
千
％

號
　
　
出
糟
議

触
　
　
　
磐
　
蛋

そ
　
％

　
等
6

　
費
生

　
祭
　
葬
円
費
、
千
　
　
　
　
円
　
　
円

灘
簸
騰
㎜

　
　
　
　
　
保

れ
る
方
は
、
住
民
課
・
国
保
係
ま
で
印

か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
歯
科
差
額
・
部
屋
代
の
差
額

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
の
現
況

　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
日
現
在
）

国
保
加
入
世
帯
　
　
一
、
○
八
二
世
帯

国
保
被
保
険
者
数
　
三
、
五
八
一
人

加
入
率
　
　
　
●
　
四
一
・
七
％

農
業
委
員
選
任

　
選
挙
に
よ
る
委
員
さ
ん
の
氏
名
は
、

コ
月
号
」
で
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が

ほ
か
に
、
他
か
ら
の
推
せ
ん
で
村
長
が

選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

村
議
会
推
せ
ん
に
よ
る
学
識
経
験
者

　
茂
木
茂
広
　
長
倉
敬
三
（
敬
称
略
）

熊
谷
地
区
農
業
共
済
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
く
マ
T
～
K
r

　
　
　
　
　
　
溜
刀
里
ノ
貞

御
正
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
高
田
太
鹿

小
原
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
井
上
啓
一
郎
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那　。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長

　
去
る
三
月
二
日
の
村
議
会
議
員
選
挙

の
結
果
、
あ
ら
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

議
員
に
よ
り
、
第
一
回
定
例
村
議
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
ま
し
て
、

ご
推
挙
い
た

　
だ
き
、
村

　
議
会
議
長

の
栄
職
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
こ
と
に
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

ま
す
。

　
私
は
、
み
ず
か
ら
の
浅
学
非
才
を
顧

み
、
内
心
た
め
ら
う
も
の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
せ
っ
か
く
の
ご
推
挙
で
あ
り
ま

す
の
で
、
力
の
限
り
尽
力
い
た
し
ま
す

こ
と
を
お
ち
か
い
し
、
み
な
さ
ま
の
ご

期
待
に
そ
う
べ
く
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
経

済
面
の
伸
長
も
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
と

も
な
い
、
税
収
の
低
下
ま
た
国
や
県
の

補
助
の
減
少
等
で
村
の
収
入
面
も
悪
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、
A
7
や
地
方
財
政
の

危
機
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
村
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
い
か
に
、
み
な
、

さ
ん
の
希
望
や
要
望
を
取
り
入
れ
、
そ

れ
に
こ
た
え
て
い
く
か
を
考
え
た
と
き

関
ロ
　
久
平

村
当
局
は
も
と
よ
り
、
議
決
機
関
で
あ

る
議
会
の
使
命
も
ま
す
ま
す
重
大
で
あ

る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
議

員
も
一
丸
と
な
っ
て
村
政
の
円
滑
な
推

進
の
た
め
、
懸
命
の
努
力
を
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
変

り
な
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

県議会議員選挙結果

投票率前回を下まわる

女55．93％男61．67％

　
四
月
十
三
日
は
、
昨
日
の
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
と
は
う
っ
て
変
り
、
肌
寒
い
、
小

雨
の
パ
ラ
つ
く
、
悪
天
候
と
な
っ
た
た

め
、
行
楽
を
取
り
や
め
投
票
率
も
上
昇

す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
予
想
も
裏

切
ら
れ
、
前
回
（
七
六
・
三
六
％
）
を

一
七
・
六
二
％
も
下
回
る
成
績
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
選
管
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
有
線
放

送
や
広
報
車
な
ど
で
、
棄
権
防
止
を
訴

え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
努

力
が
至
ら
な
か
っ
た
事
を
反
省
い
た
し

て
居
り
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
、
・
開
票
・
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
○
投
票
区
別
投
票
結
果

当日有権者数 投　　　票　　　者　　　数

男 女 計 男 女 計 投票率

第1投票所（農業総合センター）
584 607 1，191 367 337 704 　　％

59．ll

第2投票所　（北小体育館）
625 628 1，253 436 423 859 68．56

第3投票所　（宝　光　寺）
538 580 1，118 360 355 715 63．95

第4投票所　（南小体育館）
542 583 1，125 326 293 619 55．02

第5投票所　（坂上公民館）
474 479 953 215 201 416 43．65

合　　　計 2，763 2，877 5，640 1，704 1，609 3，313 58．74

投　票　率 61．㎝％ 55．93 58．74

　　稲笠
　　山原
合無　　開
　　　正
計効登三
　　　　酉　　　　ホ

季節の
　　　話題

結
　
果

　
一
一
、
山
ハ
O
O
酉
ホ

　
　
　
六
六
四
票

　
　
　
　
四
九
票

　
三
、
三
二
二
票

江
南
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
晩
春
か
ら
初
夏
へ
移
り
か
わ
る
五
月

は
新
緑
の
季
節
で
す
。
青
葉
の
中
を
泳

ぐ
コ
イ
ノ
ボ
リ
は
、
五
月
と
男
の
子
を

象
徴
す
る
風
物
詩
で
し
ょ
う
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
三
月
の
風
、
四

月
の
雨
、
五
月
の
花
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
五
月
は
花
の
月
と
し
て
、

毎
年
待
ち
こ
が
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
の
花
で
代
表
さ
れ
る
わ
が
国

で
は
、
四
月
を
花
の
季
節
と
さ
れ
、
五

月
は
若
葉
の
季
節
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
著
者
、
芭
蕉
は

卯
月
朔
日
（
陰
暦
の
四
月
一
日
）
、

ー
あ
ら
た
ふ
と
青
葉
若
葉
の
日
の
光
ー

と
詠
み
ま
し
た
。

　
陰
暦
を
太
陽
暦
に
換
算
し
直
せ
ば
、

一
ヵ
月
以
上
の
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
か
ら

こ
の
句
は
大
体
五
月
の
上
旬
の
こ
と
で

し
よ
）
つ
。

　
野
に
も
山
に
も
若
葉
が
し
げ
り
…

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
光
っ
て
見
え
ま
す
。

　
新
緑
の
間
を
と
お
っ
て
、
若
葉
の
に

お
い
を
運
ぶ
風
を
「
薫
風
」
と
い
い
、

一
年
中
で
い
ち
ば
ん
よ
い
気
候
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
時
に
、
海
岸
で
は
、
濃

霧
に
な
や
ま
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。
二
日
の
八
十
八
夜
を
過
ぎ
れ
ば

大
陸
方
面
か
ら
移
動
し
て
く
る
冷
た
い

高
気
圧
も
、
日
本
海
で
は
、
ほ
と
ん
ど

停
滞
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
風
も
五

～
六
メ
ー
ト
ル
前
後
に
落
ち
つ
き
、
お

だ
や
か
な
日
が
続
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

や
が
て
く
る
六
月
の
雨
季
の
前
の
一
ケ

月
、
思
う
存
分
、
太
陽
の
光
を
浴
び
な

が
ら
、
緑
の
風
を
胸
い
っ
ぱ
い
満
喫
し

ま
し
ょ
う
。子

供
の
成
長
を
祈
っ
て

）

）

）

）
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村
の
中
央
通
り
（
役
場
東
通
り
）

　
　
　
　
拡
幅
工
事
完
成

　
　
橋
も
新
設
「
ド
カ
ド
カ
橋
」

　
村
の
中
央
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
ま

す
消
防
出
張
所
前
の
道
路
は
、
役
場
や

保
育
所
・
幼
稚
園
ま
た
中
学
校
な
ど
を

結
ん
で
お
り
、
一
般
の
か
た
が
た
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
火
災
な
ど
の
際
の
消

防
車
の
出
動
な
ど
と
、
非
常
に
重
要
な

役
割
を
は
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
従
来

の
道
路
は
、
道
巾
も
狭
い
う
え
に
、
自

動
車
の
通
行
も
増
加
し
、
生
徒
の
通
学

も
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
り
ま
し
た

改
良
さ
れ
た
道
路
と
橋

に
命
名

の
で
、
昨
年
末
よ
り
拡
巾
工
事
を
実
施

い
た
し
、
巾
員
九
・
九
メ
ー
ト
ル
の
道

路
に
改
良
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
引
続
き
舗
装
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
登
下
校
の
生
徒
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
の
歩
道
と
車
道

の
分
離
工
事
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
配
の
か
た
な
ら
よ
く
ご
存

知
の
「
ド
カ
ド
カ
」
の
名
で
親
し
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
場
所
に
も
写
真
の
よ
う

に
立
派
な
橋
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
橋
の
名
前
も
、
私
達
が
祖
先
か
ら
言

伝
え
ら
れ
て
き
た
「
ド
カ
ド
カ
」
の
地

名
を
末
永
く
子
孫
に
も
残
す
た
め
「
ド

カ
ド
カ
橋
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ド
カ
ド
カ
」
の
由
来

　
昔
、
約
二
十
五
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は

こ
の
附
近
は
深
い
山
林
の
中
で
、
タ
ヌ

キ
や
ム
ジ
ナ
も
出
る
程
で
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
川
に
は
、
高
さ
三
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
の
滝
が
あ
り
、
水
は
絶
え

る
こ
と
な
く
、
あ
た
り
の
静
寂
の
中
に

「
ド
ヵ
ド
ヵ
」
　
「
ド
ヵ
ド
ヵ
」
響
き
わ

た
っ
て
い
た
事
か
ら
、
こ
の
名
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
）

　
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
着
手
い
た
し

ま
し
た
「
ほ
場
整
備
事
業
」
は
、
四
十

九
年
度
県
営
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
団

体
営
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
事
が
順
調
に

進
み
、
合
せ
て
二
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
従
来
の
農
道
の
巾
は
狭
い
う
え
に
、

　
　
　
　
　
曲
り
が
多
く
、
耕
運
機

昭和49年度事業ほぼ完成

　　ほ場整備事業
や
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
の
出

入
り
に
も
不
便
な
場
所

が
多
く
、
ま
た
、
農
地

の
形
も
悪

い
う
え
に

小
区
画
で

道
路
に
接

し
な
い
場

所
も
少
な

く
あ
り
ま

せ
ん
で
し

た
が
、
こ

の
事
業
に

よ
り
、
ほ

場
は
二
十

～
三
十
ア
ー
ル
区
画
と
な

り
、
農
道
の
巾
も
四
メ
ー

ト
ル
以
上
に
整
備
さ
れ
、

耕
地
は
集
団
化
し
て
大
型

機
械
の
導
入
に
よ
る
近
代

農
業
が
実
現
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
i
、
集
出
荷
場
の
完

成
も
予
定
さ
れ
、
さ
ら
に

農
道
の
舗
装
工
事
も
順
次

進
み
、
農
業
経
営
の
合
理
化
・
省
力
化

に
向
け
て
前
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
四
十
九
年
度
工
区
の
一

時
利
用
指
定
の
作
業
が
現
在
進
め
ら
れ

て
お
り
、
五
月
中
旬
に
は
、
仮
耕
作
地

が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

大
型
「
ほ
場
」
の
植
え
つ

け
に
は
、
支
障
が
な
い
と

お
も
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
（
土
地
改
良
課
）

ほ
場
整
備
が
行
な
わ
れ
た
御
正
農
協
東
側

　
　
　
　
　
　
の
え
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ヨ
モ

　
　
　
　
　
　
し
ち
ギ
な
ど
の
ア
ク
の
強
い
野
菜

　
　
　
　
　
　
ら
　
　
は
湯
の
中
に
少
々
重
曹
を
入

　
　
　
　
　
　
く
　
　
れ
て
ゆ
で
る
と
良
い
。

　
　
　
　
　
　
W
…
…

O
O
う
Σ
」
1
江
J
O
つ
Σ
」
1
匹
』
O
う
0

P＿FMJOLP－FMJOLP－FMJOLP－FMJOLP－FMJOLP－FM
　
県
内
の
話
題
は
う
ら
わ
F
M
で
〃

　
県
内
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
、

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
お
知
ら

せ
、
生
活
情
報
や
音
楽
な
ど

次
の
時
間
で
放
送
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

　
又
、
選
挙
の
時
は
、
投
開

票
速
報
も
行
い
ま
す
。

うらわFM放送””κ
番　組　名 放　送　時　刻 内　　　　容

F
　
M
　
放
　
送

お知らせ、天気 《MU：55、旦2：00
天節予報と県内各自治体や
団捧なとのお知らせ

ローカ．ルニュース

毎日P財0；10、0：15

月一土〃3＝05－3：10

（〃）〃7：10－7：15

埼玉県内のニュース

　　　　〃

　　　　〃

タペのひととき
月一金

P畑．5：00、7：00

埼…E県内の明るい話題や蝉
采事、生活惰轍をお伝えし
ま・す

うらわ
　ミユージックサタディ

PM．3：10、6；00 音楽と話題のDJ

τ
V
放
送

閲東ネワトワーク

関東ところどころ　など

関東ネットワーク

　月一金（1＝25、ll4り

　　土　G：05、1：2萄

生活情報と各地の話題

　うら』　　イPM・3：lo’6；oo　　題のDJ85．1MHz　　茅
マ　　　　　　　　　　　　　　　ネツトワ　ク

垂灘3甑月錦：こ1：ll　靴各翻題JOLP－FM

P－FMJOLP－FMJ◎LP－FMJOLP－FMJOLP－FMJOLP－FM

J
も
O
r
■
1
「
ヨ
」
O
r
■
1
ー
「
ヨ
し
J

」
i
l
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同
和
対
策
シ
リ
ー
ズ
（
6
）

、
明
治
維
新
と
解
放
令
の
発
布

　
明
治
政
府
に
よ
り
新
し
い
身
分
制
度

な
ど
が
つ
く
ら
れ
た
当
時
、
欧
米
諸
国

は
資
本
主
義
経
済
発
展
の
な
か
で
、
強

大
な
軍
事
力
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
諸
国

へ
植
民
地
侵
略
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

日
本
は
こ
う
し
た
外
圧
に
対
抗
し
、
国

の
独
立
と
保
全
を
達
成
す
る
た
め
に
は

近
代
的
国
家
社
会
体
制
の
整
備
が
急
務

で
あ
り
、
富
国
強
兵
、
文
明
開
化
、
殖

産
興
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
社

会
の
近
代
化
に
つ
と
め
、
そ
の
妨
げ
と

な
つ
て
い
る
古
い
封
建
的
諸
制
度
の
改

革
を
は
か
り
ま
し
た
。
農
民
の
土
地
所

有
権
は
、
そ
の
現
れ
で
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
改
革
の
な
か
で
、
政

府
は
賎
民
身
分
制
度
の
廃
止
を
と
り
あ

げ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

明
治
二
年
の
「
公
議
所
」
制
度
は
、
諸

藩
代
表
の
参
加
に
よ
る
近
代
化
意
見
聴

取
の
場
で
あ
り
、
こ
の
な
か
か
ら
加
藤

弘
之
、
大
江
卓
な
ど
の
解
放
促
進
の
建

議
が
行
わ
れ
、
明
治
四
年
八
月
二
十
八

日
の
「
解
放
令
」
発
布
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
建
議
は
、
身
分
解
放
を
た
ん
に

身
分
上
の
平
等
だ
け
で
は
な
く
、
部
落

の
生
活
向
上
と
い
う
経
済
的
裏
付
け
も

不
可
決
だ
と
す
る
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で

し
た
。

　
し
か
し
、
政
府
の
意
図
は
「
解
放
令
」

を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
の
社
会
的

差
別
撤
廃
を
め
ざ
し
た
の
で
は
な
く
、

近
代
統
一
国
家
を
つ
く
る
た
め
に
部
落

が
残
っ
て
い
て
は
、
政
治
上
、
経
済
上

極
め
て
さ
し
さ
わ
り
の
あ
る
諸
点
を
改

め
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
「
解
放
令
」

を
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
点
に
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
第
一
は
、
外
国
に
対
す
る
体
面

で
あ
り
、
第
二
は
財
政
上
の
必
要
性
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
地
租
改
正

に
よ
る
近
代
的
土
地
所
有
制
度
と
、
統

一
的
租
税
制
度
を
つ
く
る
う
え
で
、
こ

れ
ま
で
租
税
を
か
け
な
か
っ
た
部
落
の

一
部
の
土
地
（
差
別
の
代
償
）
を
な
く

す
た
め
、
部
落
と
い
ラ
特
定
地
域
を
法

的
に
な
く
し
、
部
落
を
平
民
な
み
に
し

て
、
一
律
に
租
税
を
と
ろ
う
と
意
図
し

た
も
の
で
す
が
、
さ
ら
に
、
近
代
産
業

発
展
の
た
め
に
、
部
落
を
平
民
に
あ
げ

そ
の
職
業
を
自
由
に
し
て
、
そ
の
労
働

力
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
も
、
目
的
の

一
つ
で
し
た
。

　
「
解
放
令
」
は
、
こ
う
し
た
政
府
の

意
図
に
よ
っ
て
、
　
「
幻
の
解
放
」
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
部
落
と
い
う
非
人
間
的
な
差
別

は
法
律
や
制
度
の
う
え
か
ら
は
全
く
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
解
放
令
」
の

中
身
は
、
名
目
的
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
部
落
の
歴
史
の
う
え
で

は
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
以
後
の
部

落
解
放
へ
の
た
た
か
い
は
、
解
放
の
具

体
化
、
実
質
化
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
（
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
合
会
執

　
　
行
委
員
長
　
野
本
勝
彦
先
生
）

）

）

　
あ
な
た
の
家
の
廻
り
に
は
、
桑
・

垣
根
・
植
木
な
ど
の
枝
が
道
路
上
に

伸
び
て
い
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
木
の
枝
が
の
り
出
し
て
い
て
、
見

通
し
が
悪
か
っ
た

た
め
に
、
思
わ
ぬ

交
通
事
故
に
あ
っ

た
と
い
う
ケ
ー
ス

視
界
を
さ
ま
た
げ
る
場
所
も
で
て
く

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
桑

は
早
眉
に
切
っ
て
、
蚕
に
与
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し

お
ね
が
い

　
木
の
枝
を
切
っ
て
〃
一
、

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
交
差
点
附
近
に
あ
る
木
の

枝
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
桑
の
葉
が
茂
り

ま
す
。

私
達
一
人
一
人

が
道
路
環
境
を

よ
く
し
て
、
出

来
る
だ
け
、
危
険
個
所
を
な
く
す
よ

う
努
力
し
、
交
通
事
故
の
悲
惨
な
目

に
あ
わ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
協
力

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

樋
春
捗
界
齢
甜
制

　
樋
春
に
も
、
塩
に
続
き
、
ソ
フ
ト
・

バ
レ
ー
ボ
；
ル
親
睦
会
が
四
月
一
日
「

団
結
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
会
員
三
十
六
名
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
練
習
は
、
毎
週
日
曜
日
、
北
小
グ
ラ

ン
ド
で
、
早
朝
五
時
か
ら
七
時
ま
で
行

い
、
又
、
会
員
の
努
力
で
つ
く
り
あ
げ

た
荒
川
河
川
敷
内
仮
設
グ
ラ
ン
ド
も
使

用
し
、
充
分
な
練
習
と
会
員
の
親
睦
を

図
り
、
更
に
他
字
チ
ー
ム
と
の
交
流
試

合
を
通
じ
、
広
い
人
間
形
成
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　
入
会
は
樋
春
の
か
た
な
ら
す
ぐ
で
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
入
会
を
お
ま

ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
（
茂
木
一
郎
）

）
選
手
勢
ぞ
ろ
い

）

人
事
異
動

　
　
　
四
月
一
日
付
で

　
新
年
度
に
な
り
、
次
の
と
お
り
異
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
教
職
員
異
動

　
　
▽

○
校
長

岡
部
　
進

○
教
諭
・

小
柴
文
代

鎌
塚
一
夫

真
下
芳
子

吉
田
ま
す
子

平
山
光
子

高
橋
保
夫

駒
井
政
次

飯
島
啓
作

橋
本
和
子

飯
島
　
修

小
　
学
　
校

新
任
校
　
　
　
前
任
校

　
北
　
小
　
（
教
育
事
務
所
）

助
教
諭
．

　
大
里
吉
見

小
教
頭

南南北北
ノ』、　ノ」、　ノj￥　ノ」、

爺爺爾爾粛

川
本
南
小
（
北

熊
谷
成
田
小
（
北

南
　
小

北
　
小
　
（
吉

南

小小小小小小　　ノJ￥
）　　）　　V　　）　　）　　）　　　　）

　
　
（
川
本
南
小
）

　
　
　
　
岡
　
小
）

小
（
江
南
中
事
務
嘱
託
）

○
事
務
職
員

関
口
徳
重
　
南
　
小
　
（
江
南
中
事
務
）

○
新
採
用

北
小
萩
原
宏
治
（
教
諭
）

南
小
小
林
幸
子
　
（
教
諭
臨
任
）

　
　
▽
　
中
　
学
　
校

○
教
諭

山
下
一
夫
　
川
本
南
中
　
　
（
江
南
中
）

橋
本
正
思
　
大
原
中
　
　
（
江
南
中
）
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校
長
先
生
が
き
た
。

お
わ
っ
て
、

た
し
は
、

み
さ
わ
先
生
だ
。

た
っ
て
、

て
い
く

っ
た
ら
、

べ
ん
強
を
し
な
さ
い
已
と
い
わ
れ
て
い

る
け
ど
つ
い
さ
ぽ
っ
て
し
ま
う
。

　
だ
け
ど
、
家
で
も
、
も
ち
ろ
ん
、
学

校
で
の
べ
ん
強
も
し
っ
か
り
や
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　
四
年
生
に
な
っ
て

　
　
　
江
南
北
小
　
四
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
宣
子

　
わ
た
し
は
、
四
年
生
に
な
っ
た
ら
、

　
　
　
　
の
晶

　
三
年
生
に
な
っ
て

　
　
　
江
南
北
小
　
三
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
美
紀

　
春
休
み
が
お
わ
り
、
一
き
ゅ
う
上
が

　
そ
し
て
、
新
し
い
友
だ
ち
と
先
生
、

　
　
　
　
　
　
　
先
生
な
ど
の
話
が

　
　
　
　
　
組
わ
け
が
は
じ
ま
る
。
わ

　
　
　
　
一
組
に
な
っ
た
。
先
生
は
、

　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
だ
ん
日
に
ち
が

　
　
　
　
べ
ん
強
も
む
ず
か
し
く
な
っ

　
　
　
。
お
父
さ
ん
に
「
学
校
か
ら
帰

　
　
　
　
し
ゅ
く
だ
い
の
ほ
か
に
も
、

っ
て
三
年
生
に
な
っ
た
。
学
校
へ
行
く

と
、
す
ぐ
、
お
友
だ
ち
と
な
ん
組
に
な

る
か
話
し
合
う
。
な
ん
分
か
た
っ
て
、

し
ぎ
ょ
う
式
が
は
じ
ま
っ
た
。
わ
た
し

は
、
心
ぞ
う
が
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
。

三
年
生
の
と
き
と
く
ら
べ
て
、
読
む
こ

と
も
、
こ
と
ば
も
、
漢
字
も
、
た
い
へ

ん
む
ず
か
し
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
学
校
へ
く
る
と
、
げ
た
ば
こ
に

く
つ
を
い
れ
て
、
ろ
う
か
を
あ
る
い
て

い
く
と
、
か
い
だ
ん
を
あ
が
っ
て
、
教

室
も
、
三
年
生
の
と
き
は
、
二
か
い
で

し
た
が
、
四
年
生
に
な
っ
た
ら
、
三
が

い
ま
で
の
ぼ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
四

年
生
の
教
室
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

あ
が
っ
て
い
く
の
が
た
い
へ
ん
で
す
。

　
で
も
、
三
が
い
か
ら
見
る
け
し
き
は

と
て
も
き
れ
い
で
気
持
が
い
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
う
じ
も
、
三
年
生
の
時

は
、
庭
そ
う
じ
と
教
室
だ
け
で
し
た
が

四
年
生
に
な
る
と
、
教
室
と
ほ
け
ん
室

と
一
年
生
の
教
室
と
げ
ん
関
の
そ
う
じ

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
組

の
人
数
が
六
人
ぐ
ら
い
で
た
い
へ
ん
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
も
や
る
し
、

勉
強
の
時
、
六
時
問
が
三
回
も
あ
る
の

で
た
い
へ
ん
で
す
。

　
五
年
生
に
な
っ
て

　
　
　
江
南
北
小
　
五
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
反
町
　
勝
已

　
五
年
生
に
な
っ
て
、
組
が
え
が
あ
っ

た
。
そ
の
時
、
名
前
を
よ
ば
れ
た
人
が

二
組
の
鎌
塚
先
生
だ
っ
た
。
が
、
ぼ
く

は
よ
ば
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
組
の
池

田
先
生
に
な
っ
た
。
池
田
先
生
は
、
四

年
の
時
に
も
教
わ
っ
た
事
も
あ
る
の
で

も
う
な
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
お
こ
る

と
こ
わ
い
が
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
勉
強
の
と
き
も
、
じ
ょ
う
だ
ん
が

で
は
じ
め
る
と
、
そ
こ
か
ら
話
が
そ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
体
育
の
時
は

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
る
し
、
ソ
フ
ト

の
時
は
、
先
生
が
代
打
と
し
て
出
た
り

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
る
と
き
も
あ
る
。

　
ぼ
く
の
い
る
チ
ー
ム
で
な
い
相
手
チ

ー
ム
の
時
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
か
、
少
な
く

て
も
二
る
い
打
。
で
も
ぼ
く
が
い
る
と

こ
ろ
の
チ

ー
ム
で

代
打
に
出
る

と
い
つ
も

』
，
、

・
妙

・
》

の
ソ
フ
ト
は
だ
い
た
い
勝
つ
の
で
や
る

の
が
楽
し
み
だ
。
た
ま
に
や
る
と
、
チ

ー
ム
を
変
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の

時
で
も
あ
ま
り
負
け
な
い
。
今
度
一
組

と
試
合
を
や
っ
て
み
た
い
が
、
さ
す
が

に
五
年
生
に
も
な
っ
た
せ
い
で
、
二
組

の
話
に
よ
る
と
ず
、
い
分
う
ま
く
な
っ
た

そ
う
だ
が
、
こ
ち
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い

る
。 ア

ウ
ト
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
体
育

　
と
に
か
く
五
年
生
に
な
っ
て
か
ら
勉

強
も
運
動
も
、
む
ず
か
し
く
な
っ
た
の

で
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

け
れ
ど
、
わ
か
ら
な
い
、
わ
か
ら
な
い

と
い
っ
て
い
る
と
、
ほ
ん
と
う
に
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
運
動
に

も
勉
強
に
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に

や
り
た
い
と
思
う
。

　
特
に
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会
の

勉
強
に
が
ん
ば
り
た
い
。

　
う
ら
ら
か
な
春
の
昼
さ
が
り
、
子
供

を
つ
れ
て
、
つ
み
草
を
楽
し
む
若
い
お

か
あ
さ
ん
。

春
の
交
通
安
全
運
動

　
　
五
月
十
二
日
か
ら

　
　
　
五
月
二
十
一
日
ま
で

　
今
度
の
運
動
は
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
う

ち
、
と
く
に
、
幼
児
及
び
、
小
学
校
児
童
と
老
人
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
を
重
点
に
行
わ
れ
ま
す
。

窺
々

井
上
已
代
治
　
江
南
中
　
（
川
本
南
中
）

嶽
本
海
承
　
　
江
南
中
　
（
大
原
中
）

○
新
採
用

江
南
中
　
　
角
田
郁
代
　
（
教
諭
臨
任
）

　
〃
　
　
　
持
田
孝
子
　
（
事
務
嘱
託
）

○
事
務
職
員

森
み
と
子
　
　
江
南
中
　
（
上
尾
東
小
）

○
退
職

北
小
校
長
　
大
谷
清
一

南
小
教
諭
　
宇
田
昌
枝

南
小
事
務
嘱
託
　
小
林
千
代
吉

　
　
▽
　
江
南
幼
稚
園

○
園
長

岡
部
正
次
（
保
育
所
所
長
兼
任
）

○
退
職

江
南
幼
稚
園
助
教
諭
　
清
水
洋
子

役
職
員
交
替

　
各
字
で
お
骨
折
り
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
区
長
さ
ん
に
も
次
の
と
お
り
交
替

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

上
新
田
　
福
田
秀
治
　
嵩
橋
義
四
郎
）

上
押
切
　
中
島
節
郎
　
　
（
新
井
才
吉
）

下
押
切
　
持
田
福
太
郎
（
大
島
房
太
郎
）

樋
春
南
　
高
田
忠
三
郎
　
（
鈴
木
知
作
）

御
正
新
田
　
舟
橋
信
義
　
（
橋
本
重
秋
）

須
賀
広
　
福
田
秀
文
　
　
（
吉
田
常
次
）

小
江
川
　
野
沢
宗
一
　
（
井
上
大
炊
介
）

塩
増
田
明
正
（
千
野
恒
信
）

柴
　
　
　
柴
益
次
郎
　
　
（
木
村
昭
二
）
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
二
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
は
、
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
い
ま
は
、
県
の
審
査
も
終

　
　
た
り
、
国
で
集
計
が
行
な
わ
れ

　
　
し
て
お
り
、
結
果
は
今
後
の
農

　
う
味
業
、
農
村
の
あ
り
か
た
な
ど

　
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ぐ
　
　
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
思

　
力
ざ

一
一
り
ご
い
ま
す
．

＝農業センサス・
　　　　ご協力あ舞

韓
四
六
織
．

　
こ
の
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
、

厚
ぐ
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
の
各
種
統
計

調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
－

髪
三
一
一
一
曽
一
曽
一
一
蒙
．
一
曹
…
一
－
曹
一
一
…
一
曽
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
…
一
．
一
…
一
．
璽
一
一
＝
一
一
一
．
．
一
一
…
一
一
一
一
≡
一
＝
一
曹
辱
．
．
一
…
胃
．
冒
一
…
一
一
－
…
一
一
蚕
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l5月の納税
…　軽自動車税…全期

垂国民年金保険料…1期

…　納期……5月31日『

…　●完納で橋も

妻　　　　道路も学校も●
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ロ
　
　
　
　
　
き
た
る
五
月
一
日
か

㎝
蔀
　
へ
七
日
ま
で

一口
　
　
　
　
　
　
　
の
「
憲
法
週
間
」

口
に
あ
た
り
、
そ
の
行
事
の
一
環
と
し

目口
て
、
埼
玉
調
停
協
会
・
埼
玉
弁
護
士

口口
会
と
共
催
で
．
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
停
委
員
　
三
名
　

羅
葎
相
談
」
を
無
料
法
律
相
談
を
　
外
に
事
務
担
当
直

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
次
の
と
ぢ
実
施
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
と
し
て
、
裁
判
所
ロ

　
い
た
す
こ
と
に
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
　
　
　
四
名
一

印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
、
心
配
に
思
っ
　
　
（
浦
和
地
方
・
家
庭
裁
判
所
熊
谷
支
　

口
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

鴬
叢
嘘
∴
鞭
し
感
　

ロ
ロ
召
■
0
9
0
0
0
旦
睡
ロ
ロ
o
睡
臣
9
0
。
ロ
ロ
皿
ロ
ロ
ロ
。
旦
冴
。
0
2
0
。
口
。
口
。
口
・
旦
口
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
時
三
十
分
か
ら
午
後
一
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
時
三
十
分
ま
で
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
、
日
時
　
五
月
十
六
日
・
午
前
九
口

二
、
場
所
　
江
南
村
役
場
会
議
室
　
口

三
、
相
談
担
当
者
　
弁
護
士
　
二
名
　

　
昨
年
の
三
菱
重
工
爆
破
事
件
か
ら
　
　
だ
さ
い
。

最
近
、
与
野
市
に
あ
る
間
組
大
宮
猷
、
、
く
．
、
く
．
、
バ
　
ま
た
、
警
察
官
が
事
件
の
捜
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漏
　
陥

工
場
爆
破
事
件
な
ど
全
国
で
九
件
㎜
蕪
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
に
い
ろ
い

の
爆
破
事
件
が
発
生
し
、
多
く
の
陥
力
陥
ろ
お
た
ず
ね
す
る
と
思
い
ま
す
が

犠
牲
者
が
出
て
い
享
．
　
礒
竿
す
ん
で
話
を
し
て
く
茱
る
よ

　
警
察
で
は
、
い
ま
こ
の
よ
う
な
離
－
」
舗
う
、
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
一
』
m

縫
鱗
脚
糊
謙
憾
物
難
匠

い
ま
す
。

村
民
の
み
馨
ん
、
み
馨
ん
㎜
事
｝

の
ま
わ
り
で
、
不
審
な
も
の
を
作
㎜
破
㎜

っ
た
り
、
持
ち
歩
い
た
り
し
て
ど
爆
舗

る
人
を
見
た
り
・
聞
い
た
り
し
た
r
し

と
き
は
、
す
ぐ
警
察
に
知
ら
せ
て
く

o
す
ぐ
警
察
に
一
一
〇
番
を

○
「
さ
わ
る
な
」
「
踏
む
な
」

「
け
と
ば
す
な
」

○
近
く
の
人
に
も
知
ら
せ
て

近
づ
か
な
い
（
熊
谷
警
察
署
）

衛生関係行事予定表
月 行　　　　　事 対　象　者 場　　所 時　　　問

5
　
　
　
　
月

12日　乳幼児一斉検診 49．4．2～50．4．1 母子センター 2：00～2：30

14日　献　　　　　血 〃 1：30～3：00

16日乳幼児一斉検診 49．4．2～50．4．1 〃 2：00～2：30

19日　妊　婦　検　診 村内の妊婦全員 〃 〃

22日　生　　ワ　　ク
49．7．1～49．12．31
49．1．1～49．6．30

〃 〃

6
　
　
月

16日　妊　婦　検診 村内の妊婦全員 〃 〃

20日　日　本脳炎
49．4．2～47．4．1
45．4．2～46．4．1

〃 〃

27日　日　本脳　炎 46．4．2～47．4．1 〃 〃

7
　
　
　
　
　
月

7日’3ケ月児相談 50．4月生まれ 〃 〃

16日　3歳児検診 46．9．1～47．8．31 保　育　所 〃

18日　　　〃 〃 〃 〃

21日　妊　婦検診 村内の妊婦全員 母子センター 〃

畦
．
一
・

事業所

統計調査

ご協力を

；
、
響
－
難

鞭
　
艶
咽
、
蕎

　
譜
・
　
　
統
計
調
査
が

静
緊
こ
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

ノ　
．
　
こ
の
調
査
は
、
三
年

　
　
目
ご
と
に
、
国
が
実
施

一
」
　
し
て
お
り
ま
す
統
計
調

　
　
査
で
、
調
査
の
対
象
は

※この表は予定ですので、変更することがあります。

工
場
、
店
舗
、
営
業
所
、
旅
館
を
は
じ

め
、
学
校
、
病
院
、
神
社
、
寺
院
に
い

た
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
所
に

つ
い
て
、
調
査
い
た
す
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
調
査
員
が
お
う
か
が

い
い
た
し
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
役
場
企
画
課
、

統
計
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
企
画
課
　
有
線
　
二
〇
四
六
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